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福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　
令
和

４
年
１０
月
に
国
か
ら
示
さ
れ
た
物

価
高
克
服
・
経
済
再
生
実
現
の
た

め
の
総
合
経
済
対
策
で
は
、
妊
娠

時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫

西
の

な
お
美

議
員
（
ネ
ッ
ト
）
　
日

本
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ

い
て
、
通
常
学
級
で
は
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
へ
の
合
理
的
配
慮
が

不
十
分
で
、
本
人
に
合
っ
た
学
び

の
場
に
な
っ
て
い
な
い
と
国
連
の

障
害
者
権
利
委
員
会
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
通
常
学
級

に
通
う
場
合
の
、
市
の
対
応
は
。

教
育
部
長
　
学
校
経
営
支
援
員
や

合
理
的
配
慮
支
援
員
を
配
置
す
る

な
ど
、
通
常
学
級
で
学
べ
る
よ
う

子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
合
理
的

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　
市
で

は
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業
の
電

話
相
談
に
お
い
て
、

市
民
へ
の
通
話
料

金
の
負
担
に
配
慮

し
た
対
応
を
行
う

こ
と
を
前
提
に
、

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を

採
用
し
た
と
聞
く

が
、
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
を
採
用
し
て

い
る
近
隣
自
治
体

の
数
は
。

赤
野

秀
二

議
員（
共
産
）　
中
等

度
難
聴
者
、
特
に
加
齢
性
難
聴
の

方
へ
の
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
要
望
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
改
め

て
中
等
度
難
聴
者
の
補
聴
器
装
着

の
有
効
性
に
つ
い
て
、
市
の
認
識

を
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
補
聴
器
装
着
に

よ
り
他
者
と
の
意
思
疎
通
が
円
滑

に
な
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
生

活
の
質
の
維
持
・
向
上
や
、
社
会

参
加
の
促
進
に
効
果
が
見
込
め
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
補
聴
器
相
談
医
が
必
要

と
認
め
る
こ
と
を
助
成
の
条
件
と

し
た
場
合
、
早
期
の
受
診
や
支
援

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員
　
都
内
で
は
補
聴
器
購
入
費

の
助
成
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

が
、
市
の
検
討
状
況
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
高
齢
者
の
一
層

の
社
会
参
加
の
促
進
や
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
難
聴

高
齢
者
の
意
見
や
、
先
進
自
治
体

の
状
況
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
継

続
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

他 

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
の
動
き
に

つ
い
て
―
「
史
上
最
悪
の
改
悪
」
の
中

止
を
求
め
て
―

し
た
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を

図
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
当
該
相
談
支
援
に

対
す
る
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
妊
娠
届
出
時
の
全
件
面
談

等
を
行
い
、
育
児
に
不
安
を
抱
く

方
を
早
期
発
見
し
、
継
続
的
な
支

援
等
に
つ
な
げ
て
い
る
が
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
生
じ
て
い
る
。
今
後
、
既
存
の

方
法
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
子
育

て
家
庭
に
寄
り
添
う
伴
走
型
の
相

談
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

議
員
　
面
談
は
対
面
で
の
実
施
が

原
則
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
が

難
し
い
方
へ
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を

活
用
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
機
器

等
は
整
え
て
お
り
、
今
後
、

伴
走
型
支
援
を
行
う
中
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
に
つ
い

て
も
案
内
し
て
い
く
。

他 

学
校
教
育
に
お
け
る
子
ど

も
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て

配
慮
を
提
供
し
て
い
く
。

議
員
　
国
連
は
、
教
員
や
関
係
者

に
対
す
る
研
修
の
機
会
を
確
保
し
、

障
が
い
の
「
人
権
モ
デ
ル
」
に
つ

い
て
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
勧

告
し
て
い
る
が
、
市
の
取
組
は
。

教
育
部
長
　
現
在
、
合
理
的
配
慮

の
視
点
か
ら
教
員
の
指
導
方
法
な

ど
の
改
善
を
図
れ
る
よ
う
な
内
容

の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
校
内
委
員
会
で
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
が
通
常
の
学
級
で
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
な
ど
、

理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

福
祉
保
健
部
長
　
多
摩
地
域
の
26

市
で
は
、
７
市
が
導
入
し
て
い
る
。

議
員
　
経
済
的
な
支
援
に
つ
い
て

電
話
相
談
し
て
く
る
方
は
通
信
費

を
負
担
に
感
じ
て
い
る
は
ず
で
あ

り
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
対
応
す

べ
き
と
思
う
が
、
当
該
給
付
金
事

業
の
よ
う
に
国
実
施
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
務
手
数
料
な
ど
に
市

の
負
担
は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の

中
に
通
信
費
等
は
含
ま
れ
る
の
か
。

福
祉
保
健
部
長
　
事
務
手
数
料
な

ど
は
国
の
負
担
と
な
り
、
通
信
費

等
も
補
助
対
象
と
な
る
が
、
業
務

環
境
の
設
定
は
費
用
対
効
果
を
踏

ま
え
、
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

他 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
て
●

誰
も
が
安
全
に
通
行
の
で
き
る
歩
道
の

整
備
を
求
め
て
―
安
全
な
歩
行
者
空
間

を
目
指
す
に
は
―

奥
村

さ
ち
子

議
員（
ネ
ッ
ト
）　
現

在
、
生
活
困
窮
や
Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め

と
す
る
困
難
な
問
題
を
複
合
的
に

抱
え
た
女
性
へ
の
支
援
と
し
て
は
、

相
談
を
受
け
た
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
が
つ
な
い
だ
先
の
関
係
機

関
で
、
必
要
に
応
じ
て
伴
走
型
支

援
を
行
う
と
聞
く
が
、
例
え
ば
話

し
合
い
の
場
等
へ
の
同
行
支
援
が

必
要
な
方
に
対
す
る
課
題
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
関
係
機
関

と
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
行
い
、
民

間
団
体
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

に
し
み
や

幸
一

議
員（
市
フ
ォ
）　

住
居
の
荒
廃
は
、
地
域
の
生
活
環

境
に
様
々
な
支
障
を
及
ぼ
し
か
ね

ず
、
住
民
に
身
近
な
基
礎
自
治
体

に
は
解
決
へ
の
取
組
が
求
め
ら
れ

る
。
市
で
は
空
き
家
対
策
を
進
め

て
き
た
が
、
ご
み
屋
敷
を
対
象
と

し
た
法
整
備
は
進
ん
で
お
ら
ず
、

困
難
事
案
が
発
生
し
た
際
の
対
応

は
容
易
で
は
な
い
と
思
う
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
ご
み
屋
敷
の

発
生
要
因
に
関
す
る
市
の
認
識
は
。

市
長
　
要
因
と
し
て
、
当
事
者
の

物
へ
の
執
着
や
地
域
か
ら
の
孤
立

等
が
考
え
ら
れ
、
福
祉
や
医
療
的

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　
国
立

感
染
症
研
究
所
公
表
の
全
国
の
超

過
死
亡
数
は
、
令
和
４
年
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
間
で
、
３
万
４
０

０
０
人
で
あ
り
、
う
ち
６
０
０
０

人
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
死
因
と
さ
れ
る
が
、
残
り
の

２
万
８
０
０
０
人
の
死
因
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
医
療
機
関
の
人

員
不
足
等
か
ら
入
院
や
受
診
が
で

き
ず
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
方
が

い
た
ほ
か
、
経
済
的
困
窮
等
か
ら

自
殺
す
る
方
が
い
た
な
ど
、
様
々

な
要
因
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
医
療
逼ひ

っ

迫ぱ
く

と
自
殺
の
み
で

性
の
支
援
に
関
す
る
法
律
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
は
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
性
別
に
関

わ
ら
ず
一
人
ひ
と
り
が
個
性
や
能

力
を
存
分
に
発
揮
し
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

実
現
に
は
、
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
の
自
立
支
援
も
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
法
に

基
づ
く
基
本
計
画
の
策
定
に
は
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
第
６
次

府
中
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
見

直
し
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

他 

地
域
社
会
の
課
題
解
決
を
担
う
「
も

う
一
つ
の
働
き
方
」
の
促
進
に
つ
い
て

側
面
と
の
関
係
性
も
指
摘
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。
高
齢
化
の
進
展
等

に
よ
り
当
事
者
が
増
加
し
、
ご
み

屋
敷
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
、
地
域
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
員
　
当
事
者
へ
の
支
援
や
一
定

の
拘
束
性
を
持
っ
た
対
応
を
見
据

え
、
い
わ
ゆ
る
ご
み
屋
敷
条
例
な

ど
を
制
定
す
る
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
支
援
策
な
ど
を

整
理
し
て
効
率
的
な
対
策
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

は
全
て
を
説
明
で
き
な
い
と
思
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

に
１
８
０
０
人
が
死
亡
し
た
と
い

う
報
告
が
あ
り
、
超
過
死
亡
数
の

増
加
は
ワ
ク
チ
ン
が
原
因
と
の
意

見
が
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
よ
り
具
体
的
な

要
因
を
把
握
す
る
に
は
専
門
の
研

究
機
関
な
ど
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
た
国
の
報
告
が
必
要
と
考
え
る
。

※
超
過
死
亡
数
…
例
年
の
死
亡
数
を
も

と
に
推
定
さ
れ
る
死
亡
数
と
、
実
際
の

死
亡
数
と
の
差

他 

環
境
施
策
に
お
け
る
市
民
協
働
●
こ

れ
か
ら
の
文
化
セ
ン
タ
ー

子育て家庭への伴走型相談支援

市 の 考 え は

国連は通常学級での合理的配慮が
不十分であることを指摘しているが
市 　　　の 　　　対 　　　応 　　　は

価格高騰緊急支援給付金事業
電話相談にフリーダイヤル採用の
近 隣 自 治 体 の 数 は

補聴器購入費の助成

市 の 検 討 状 況 は

デジタル技術を活用した
情 報 発 信 な ど により
充 実 さ せ て い く

通 常 学 級 で 学 べ る よ う
支援員の配置など子どもの状況に応じた
合 理 的 配 慮 を 提 供 し て い く

多摩地域の２６市では

７市が導入している

先進自治体の状況等も
参 考 と し な が ら
継続して検討を行っている

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
の
支
援
に

関

す

る

法

律

に

つ

い

て

市

の

見

解

は

ご

み

屋

敷

化

へ

の

対

応

い
わ
ゆ
る
ご
み
屋
敷
条
例
な
ど
を

制

定

す

る

考

え

は

超
※

過
死
亡
数
の
増
加
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

ワ
ク
チ
ン
が
原
因
と
の
意
見
が
あ
る
が

市　
　

の　
　

考　
　

え　
　

は

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

社

会

の

実

現

に

は

女
性
の
自
立
支
援
も
不
可
欠
で
あ
る

先

進

事

例

な

ど

を

参

考

に

取

組

を

検

討

し

て

い

く

具

体

的

な

要

因

の

把

握

に

は

専
門
の
研
究
機
関
等
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た

国

の

報

告

が

必

要

と

考

え

る
　▲電話相談の様子

▲育児の不安をお聞きします


